
古 き を 温 ね て 新 し き を
知 る

フルイ　　　　　　 イルフ

ぐ
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か
つ
て
の
川
岸
村
役
場
は
、
Ｊ

Ａ
川
岸
店
と
ワ
タ
ナ
ベ
商
店
の
並

ぶ
場
所
に
。
昭
和
８
年
完
成
の

２
代
目
村
役
場
（
旧
川
岸
支
所
）

は
、
現
岡
谷
消
防
署
の
よ
う
な

瀟し
ょ
う

洒し
ゃ

な
建
物
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
新
倉
十
五
社
」
は
そ
の
す
ぐ

裏
手
。「
い
る
ふ
の
扉
２
」で
、
ケ

ン
ポ
ナ
シ
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の

後
３
本
が
枯
れ
、
心
配
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
社し
ゃ

叢そ
う

の
奥
で
、
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ
の
群
生

に
負
け
じ
と
、
若
木
が
２
本
育
っ

て
い
た
。

　

丸
山
辻
の
石
造
物
群
を
眺
め

「
薬
師
堂
」へ
向
か
う
。
旧
道
沿
い

の
参
道
入
口
に
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
碑
。
念
仏
徳
本
に

よ
る
個
性
的
な
文
字
は
、
ど
こ
か
ア
ー
ト
の
よ
う
だ
。
階

段
を
登
り
き
れ
ば
小
山
に
お
堂
が
建
つ
。
堂
内
か
ら
は
、

念
仏
に
合
わ
せ
て
た
た
く
と
い
う
青
銅
製
の
鉦し

ょ
う

鼓こ

が
。
朱

塗
り
の
枠
が
ま
ぶ
し
い
も
の
の
、雅
楽
の
も
の
と
比
べ
る
と
、

里
の
風
情
に
心
ほ
っ
こ
り

17 

新
倉
区
の
巻

深
ま
る
秋
の
お
堂
め
ぐ
り

県内：長野事業所・松本事業所・飯田事業所

岡谷事業所
（岡谷・諏訪エリア・茅野エリア・上伊那エリア）
〒394‐0022 岡谷市銀座1丁目1-5 アピタ岡谷事務所棟2Ｆ  FAX. 0266-23-3558

医療保険が使えます
ご存知ですか？

ふれあい在宅マッサージ 長野
ふれあい在宅マッサージ 長野 検 索 TEL.24-4638

在宅（自宅）でマッサージ ※医師の同意書が
　必要です。

◎マッサージ◎マッサージ ◎運動法◎運動法 ◎コミュニケーション◎コミュニケーション

国家資格を持った
マッサージ師による
マッサージです。

薬師堂と市の文化財指定を受
けている鉦鼓（江戸中期の作）

区公会所隣、川岸
支所を出発。区文
化財保存委員会（左
から）堀川和美会
長、栗栖榮文さん、
堀川孝茂さん、春
日昌明副会長と。

❶

新倉毘沙門堂

諏訪大社の神紋「梶」
の若木も境内に

自生するウラシマソ
ウ。5月に開花

ケンポナシ若木。落ちた
実から発芽したのか、自
然のたくましさに拍手

新倉十五社

天
竜
川

中
央
自
動
車
道

J
R
中
央
本
線

新倉十五社

新倉薬師堂

川岸村役場跡

若宮八幡宮

三社宮

蛇の洞口
墓地

新倉観音堂

新倉毘沙門堂

天白橋

西天竜ダム
川岸駅

筆塚

観蛍橋

役行者

上の辻

沢の辻

新倉区公会所
川岸支所

❶

❸

❷

❹

❺

❼

❻
❽

❾

10 12

13

14
15

11

徒
歩
所
要
時
間 

60
分

眺望よし！

製
糸
活
況
で
潤
っ
た
川
岸
の
象
徴

が
、
か
つ
て
こ
こ
に

❸

❷

❹

昔の人はこの碑を「とこんさま」
と呼んだ。市内にある10基の
うち4基が新倉に。なかでもこ
れは最大

ケンポナシ大木
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新
倉
区
公
会
所 

☎
２
２ｰ

６
３
２
８

質
実
剛
健
な

印
象
。

　

上
の
辻
、沢

の
辻
に
も
、
た

く
さ
ん
の
石
造
物
が
集
め
ら
れ
て
い

る
。
馬
で
は
な
く
牛
！
…
牛
頭
観
音
、

市
内
最
古
の
石
造
物
で
あ
る
石せ

き

幢ど
う

な
ど
、
め
ず
ら
し
い
も

の
が
あ
っ
て
楽
し
い
。

　
「
三
社
宮
」
の
鳥
居
に

到
着
。「
金
比
羅
、秋
葉
、

妙
義
山
を
祀
り
、
権
現

山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
」

と
、
教
え
て
く
れ
た
の

は
、
山
の
地
権
者
、
山

崎
真
さ
ん
。
途
中
に
あ

る
石
像
が
変
わ
っ
て
い
る

か
ら
と
見
に
行
く
。
お

不
動
さ
ま
な
ど
の
石
像
が
、
道

し
る
べ
の
よ
う
に
た
た
ず
ん
で
い

る
登
山
道
を
登
る
と
、
ひ
と
ま

わ
り
大
き
い
役え

ん
の

行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

が
、
石
に

腰
か
け
て
待
っ
て
い
た
。
Ｕ
タ
ー

ン
し
て「
蛇じ

ゃ
の
洞ほ
ら

口ぐ
ち

」墓
地
へ
。
高

島
藩
に
医
師
と
し
て
仕
え
、
私

塾
を
開
い
た
小
野
道
益
と
、
そ
の
養
子
で
蘭
学
な
ど
の
学

問
を
究
め
た
小
野
道
晏
の
墓
が
、両
者
を
敬
う
門
弟
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

山
す
そ
を
縁
取
る
よ
う
に
歩
い

て「
観
音
堂
」の
裏
手
に
到
着
。
こ

こ
に
安
置

さ
れ
て
い

る
観
音
像

の
ご
開
帳

は
、
な
ん
と
61
年
ご
と
。
一

生
の
う
ち
で
、
一
度
拝
め
る

か
ど
う
か
な
の
で
、
代
わ
り

に（
失
礼
！
）
青
面
金
剛
像

に
あ
い
さ
つ
。

　

前
回
、
杉
の
巨
木
と
出

会
っ
た「
毘
沙
門
堂
」は
、
こ

の
少
し
先
。
見
覚
え
の
あ
る
道
祖
神
の
上
段
に
、
貫
禄
あ

る
杉
が
ど
っ
し
り
構
え
て
い

る
。
向
拝
に
法
輪
を
刻
む

お
堂
の
本
尊
、
毘
沙
門
天

と
は
別
に
、
境
内
右
手
の

石
造
物
群
に
も
毘
沙
門
天

が
い
ら
っ
し
ゃっ
た
。

　
坂
を
下
る

と
天
白
橋
。

安
全
に
な
っ

た
と
、
み
な

さ
ん
満
足

げ
。
西
天
竜
ダ
ム
を
眺
め
、
天
竜

川
に
沿
っ
て
の
ん
び
り
。
途
中
、

幕
末
に
沢
の
学
校
の
塾
長
を
務

め
、
明
治
の
学
校
設
立
に
も
尽

力
し
た
堀
川
泰
徳
の
徳
を
た
た

え
る
筆
塚
を
経
由
し
、
観
蛍
橋

に
出
て
終
了
。

観音堂。春なら、シダレザクラ
をぜひ見たい

青面金剛像

神の化身とカンゲキの再会

役行者さま、榊を手に
休憩中！

山岳信仰らしさ漂う
三社宮参道

蛇の洞口。秋の森にぽっかりと静
かな空間…

天竜川に添って…西天竜ダム

筆塚。左は泰徳の兄、泰愛、
右は勝海舟の書（へぇ!!!）

観蛍橋のたもと。水神さま
の碑が道しるべを兼ねている
（左いい田道　右むら道）

法輪…仏の教えを四
方八方に行き渡らせ、
人の邪心を砕破すると
いう

左から尹良（ゆきよし）親王（後醍
醐天皇の孫）を祀る尹良神社碑、
毘沙門天立像碑、徳本念仏碑

新しくなった天白橋

上の辻の大小さまざまな石造物

沢の辻の最古の石幢

（
取
材
／
11
月
６
日
）

1213

1415

❽❾

10

11

❼

❻

❺
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こ
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ず
ら 

ほ
う
ず
ら 

ほ
う
ず
ら 

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

「こうずら ほうずら」は市民のみなさんでつくるページです。
市政や広報に対するご意見や身近な話題など、どんどんお寄せください。

宛先●〒394-8510 岡谷市役所（住所不要） 広報情報課広報広聴（内線１３６６）

　

美
術
考
古
館
を
早
速
見
に
行
っ
て
来

ま
し
た
。
沢
山
の
土
器
を
見
て
感
動
し

ま
し
た
。
絵
の
展
示
も
期
待
し
て
お
り

ま
す
。　
　
　

Ｔ
・
Ｔ
さ
ん（
東
銀
座
）

　

市
立
岡
谷
美
術
考
古
館
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
ね
。
実
は
高
祖
父
の
採
集

品
が
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
、
前
か
ら

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

開
館
記
念
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も

や
っ
て
い
る
そ
う
な
の
で
、
ぜ
ひ
行
っ
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。Ｈ

・
Ｔ
さ
ん（
湊
）

▼
市
立
岡
谷
美
術
考
古
館
が
11
月
３
日

に
童
画
館
通
り
に
移
転
し
リ
ニュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
館
は
３
階
建
て
で
、
地
元
の

歴
史
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
考
古
展

示
室
、
郷
土
の
芸
術
家
か
ら
感
動
を
も

ら
え
る
美
術
展
示
室
な
ど
、
内
容
が
充

実
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。

　

11
月
は
開
館
記
念
月
間
と
い
う
こ
と

で
、
特
別
な
展
示
や
企
画
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご

覧
に
な
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
美
術
と
考

古
の
両
方
の
見
ど
こ
ろ
を
十
分
に
味
わ
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、
ス
タ
ッ
フ
も

は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　
「
い
き
に
あ
ー
と　

か
え
り
に
こ
ー

こ
」
が
岡
谷
美
術
考
古
館
の
キ
ャッ
チ
コ

ピ
ー
で
す
。
行
き
に
帰
り
に
気
軽
に
何

度
も
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
♪

　

木
々
が
美
し
く
色
付
き
ま
し
た
。
黄

色
、
紅
と
常
緑
樹
の
緑
が
よ
く
映
え
ま

す
。
散
歩
も
楽
し
い
こ
の
季
節
で
す
。

Ｆ
・
Ｓ
さ
ん（
川
岸
上
）

▼
さ
ま
ざ
ま
な
色
に
染
ま
る
紅
葉
は
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

紅
葉
の
時
期
は
、
気
温
が
低
い
と
早

く
、
高
い
と
遅
く
な
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
色
づ
き
の
良
し
悪
し
は
、
夏
か
ら

秋
の
葉
の
育
ち
、
傷
み
具
合
、
秋
の
気

温
や
日
照
時
間
に
も
影
響
さ
れ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
十
分
太
陽
を
浴
び
、

さ
ら
に
秋
に
な
っ
て
、
日
中
と
朝
晩
の

寒
暖
の
差
が
大
き
い
と
、
よ
り
良
く
色

付
く
そ
う
で
す
。
今
年
鮮
や
か
に
染
ま
っ

た
の
は
、
気
温
が
例
年
並
み
、
日
照
時

間
が
十
分
だ
っ
た
お
か
げ
の
よ
う
で
す
。

　

来
年
も
、
き
れ
い
な
紅
葉
が
見
ら
れ

る
と
良
い
で
す
ね
！

こえ
11
月
の

ハ
ガ
キ
か
ら

▼
は
広
報
広
聴
担
当
よ
り

❖❖❖❖❖ 市政モニター通信35 ❖❖❖❖❖
《 12月担当市政モニター   武井 末子さんより 》

　岡谷こどもエコクラブは、平成１２年に発足し、
小田井沢での植樹や、野鳥や水生生物などの観察
会、環境にやさしいクッキングなど、活動は多岐に
わたります。平成２１年からは、長野市ビックハット
で行われる信州環境フェアの見学と、こどもエコク

ラブ県内交流会に参加しています。わたしも５年前からサポート役
としてご縁をいただき、元気をもらいながら楽しく交流しています。
　県内交流会では年間に活動した内容を発表しあいますが、参加
団体数は年々減少し、今年、県内こどもエコクラブの発表は、岡
谷市の1組だけになってしまいました。しかし、岡谷こどもエコク
ラブの発表は、会場いっぱいに届く元気で大きな声と明るさで、
拍手喝采、素晴らしいと感動しました。
　子どもたちの経験、自然的素材と異年齢集団での活動は笑顔
がいっぱい、感性や思いやりが広がり、大切に引き継がれていく
ことでしょう。
　子どもたちがエコクラブの活動を通じて、1つでも多くのことを
学びとれるよう、みなさんと見守っていきたいと思います。

問合せ●長野県諏訪建設事務所維持管理課
☎53ｰ6000

県道 岡谷茅野線　
「釜口橋」全面通行止めについて
　釜口橋の塗装工事を行うため、１２月１６日から
平成２６年３月末日まで、全面通行止めとなりま
す。お車は「天竜橋」へ、歩行者のみなさんは「釜
口水門歩道橋」へ迂回をお願いします。ご不便、
ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
不明な点がありましたら、おたずねください。

釜
口
橋

下浜区民センター下浜区民センター

歩
道
橋

釜
口
水
門

諏訪湖

天竜川

花岡公園
通行止め
か所

県道岡谷茅野線

天竜橋



みんなのページ●こうずらほうずら

29　広報おかや12月号 2013

1

12

13 14

2

8

9 10 11

3

7

5 6

4

問題
二重枠の文字を並べ替えると岡谷に
関係のある言葉ができます。それを
答えてください。正解者のなかから
抽選で5名に、ロマネット入浴券（５００
円券）をお送りします。

◆ヨコのカギ
 1 ♪～とどろく都　○○○○○～
 5 鳴門名物○○潮
 6 大根や人参を千切りにして酢で和える
　　家庭料理
 7 ♪～はるばる来たぜ　○○○○～
 9 田中1・2丁目信号機の少し南、
　　○○○保育園
10 明治から終戦後まで続いた土地にかけら
　　れた税金
12 2つの物や事をともに用いること
13 物見
14 上げたり、鳴ったり、磨いたり

◆タテのカギ
 1 ○○平均株価。経済ニュースでよく聞き
　　ますよね
 2 この公園の紅葉は今年も見事でした
 3 国旗は日本と同じ白と赤の2色
 4 394-0041
 8 粋、精、粉
 9 諏訪湖ハイツや上諏訪駅にあります
11 生涯を岡谷市で過ごした画家
　　○○○守雄

クロスワードパズル
広報クイズ No.336

脳トレにいかがですか？

【
市
長
随
想
41
】

「
買
い
物
・
忘
年
会
は
岡
谷
市
内
で
」

　

12
月
は
師
走
。
師
走
の
語
源
は
、「
先
生
や
お
坊
さ
ん

が
忙
し
く
走
る
」「
年
の
終
わ
り
」「
仕
事
の
終
わ
り
」な

ど
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
私
も
12
月
の
こ
の
時
期
は
、「
市

議
会
定
例
会
」「
予
算
編
成
作
業
」
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

会
合
な
ど
で
、
大
変
に
忙
し
い
月
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
も
忘
年
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
仕
事
納
め
や
大
掃

除
な
ど
、
忙
し
く
走
り
回
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

岡
谷
市
内
の
商
店
、
飲
食
店
な
ど
も
、
大
勢
の
皆
様

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
買
い
物
、
忘
年
会
は
ぜ
ひ
市

内
の
お
店
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
新
美
術
考
古
館
の
開
館
、
新
病
院
・
新
消
防

庁
舎
・
新
蚕
糸
博
物
館
の
工
事
着
工
、
看
護
専
門
学
校

の
整
備
工
事
、
清
掃
工
場
の
取
り
壊
し
工
事
着
工
な
ど
、

６
つ
の
重
要
施
策
が
、
課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
も
順

調
に
大
き
く
動
い
た
一
年
だ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
、
市
民

の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
も
か
く
忙
し
い
12
月
で
す
。
ま
た
、
忘
年
会
そ
し

て
風
邪
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
健
康
管
理

に
は
十
分
に
注
意
を
し
て
い
た
だ
き
、
心
身
と
も
に
健

康
で
明
る
く
新
年
を
お
迎
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
迎
え
ま
す
新
年
が
、
市
民
の
皆
様
と
岡
谷

市
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満

ち
た
輝
か
し
い
年
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

●応募方法…はがきに答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記し、ひと
言（特集テーマや、市政、広報に対するご意見や身近な話題など）をそえて「〒394-
8510 岡谷市役所（住所不要）広報クイズ係」までお送りください。12月10日必着。
（ひと言は「こえ」 に掲載させていただく場合があります）

●前回（11月号）の答えと当選者
　「ビジユツコウコカン（美術考古館）」
　正解数42通（応募総数42通）のなかから抽選で、Ｋ・Ｕさん
（川岸上）、Ｒ・Ｍさん（大栄町）、Ｒ・Ａさん（川岸東）、Ｋ・
Ｚさん（神明町）、Ｍ・Ｆさん（長地片間町）に、ロマネット入
浴券（５００円）をお送りします。
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ジ ユ ウ ゴ 　 ツ
コ ウ 　 ウ ナ ギ
　 コ ク ダ カ 　
コ ウ リ 　 ム ラ
ト 　 オ ク ラ 　
リ ン ネ 　 ク ビ

 今月の子育てキーワード（幼児期）『おそうじ 遊びに ご飯に お風呂 今夜も一緒に「おやすみなさい」』
　お手伝いもしてもらったり、子どもと一緒に遊んだり、ご飯をにぎやかに食べ、あいさつをして、スキンシップ

を大事にする。この生活のパターン、あたり前のことですが、実は全部を一緒にすることは結構大変。でも、子ど

もは親との生活の中で、生活の基礎を学んでいきます。　　　　　　　　　～成長樹（期）子育て実践ポイントより～


